
災害が起こっても自宅で安心して安全に暮らすためには日頃からの準備が必要です 

災害時こそ住み慣れた自宅での避難生活が一番安心です 

 

                             もしもにそなえよう 

 

                          地震への備えの再確認 

                          自分の家ではどのような備えが必要かを 

                                       考えて見ましょう          

                          ライフラインが途絶えた中で 

                                   自宅で何日過ごせますか 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

自宅で生活できる 
     
            お家で避難  
 

 

 

 

 

 

 

 

     

    災害普及までの数日間を自活、国の奨励は 

            最低３日できれば一週間 

 

電気・ガス・水道などのライフラインは 

停止状態になる 

電気復旧まで  ６日 

水道復旧まで 42 日 

ガス復旧まで ８５日 

（阪神淡路の場合） 

 

 

                                  食料問題は災害を生き延びた被災者を 

                                        襲う最も深刻な問題です 

 

                                  わが家では何をどのくらい準備すれば 

                                        良いのだろう？ 

 

                                  自分に必要なものはなんなんだろう？ 
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地震発生後、私たちが直面する最大の課題はその後の生活です 

日常生活で消費しながら備蓄 ローリングストック 

消費と購入を繰り返すことで備蓄品の鮮度を保つことができる 

調理不要、食器不要で食べられるものを 

乾類                               レトルト食品 

缶詰合せ                              フリーズドライ 

お菓子                              冷凍食品   

食事は                              日常の延⾧と 

少し多めに 

携帯トイレは水や食料と並ぶ重要な備蓄です。飲食と排泄はセットで考えて！ 

「入口と出口をそろえる」こと 


